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区分 用語 解説 

あ行 アウトリーチ 支援が必要な人に対し、積極的にその人の居る場所

に出向いて働きかけること。 

アセスメント 対象者に関する情報を収集・分析し、自立した日常

生活を営むために解決すべき課題を把握すること。 

事前評価などと訳される。 

明石市長期総合計画 地方自治体が策定する行政計画の基本となる計画の

こと。まちづくりの長期的な展望や、総合的かつ計

画的な行政運営の指針が示されている。 

AKASHIユーススペース 中高生世代の自主的な活動をサポートする施設。 

あかし若者サポートステ

ーション 

働くことに悩みを抱える、概ね 15歳から 39歳まで

の若者に対し、職業選択や能力開発に関する専門職

による相談、コミュニケーション訓練、協力企業へ

の就労体験などにより、就労に向けた支援を行って

いる。 

か行 介護支援専門員 

（ケアマネジャー） 

介護保険サービスを受ける人が適切なサービスを受

けることができるよう、対象者からの相談や利用者

の状態を考慮し、介護サービス事業者との連絡・調

整などを行う者のこと。 

グリーフケア 大切な人を亡くし大きな悲嘆（グリーフ）に襲われ

ている人に対するサポートのこと。 

ゲートキーパー養成講座 地域の中で自殺危機の可能性がある人に出会った

際、そのサインに気づき、必要に応じて、相談機関

につなげるためのスキルを身につける講座。 

高年クラブ 高齢者の教養の向上、健康の増進、レクリエーショ

ン活動等を通して、老年期の生活を健全で豊かなも

のにするため、自主的に作られた会員組織の団体。 

こども健康センター 

（子育て世代包括支援セ

ンター） 

妊娠、出産から子育て期において、保健師等の専門

家が継続的・包括的に妊産婦や保護者の相談に対応

するとともに、必要な支援の調整や関係機関と連絡

調整するなどして、妊産婦や乳幼児等に対して切れ

目のない支援を提供する機関。 

子育て支援センター 子育て家庭に対する育児不安等の相談事業や子育て

サークル等への支援及び児童虐待への早期発見等地
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域の子育て家庭に対する育児支援を行う機関。 

 こども夢文庫 絵本や児童書、おもちゃを通じて、子どもの感性を

豊かにし、親子や親同士が気軽に集い交流できる場。

読み聞かせや手遊び等も行っている。 

さ行 産業医 労働者の健康を保持するため労働者の作業環境や作

業管理、健康管理に関して専門的立場から助言・指

導を行う医師のこと。 

自殺企図 自殺しようとすること。自殺を企てていること。 

自主グループ活動支援事

業 

住民が主体となり、定期的に体操を中心とした介護

予防活動に取り組むグループに対し、リハビリテー

ション等の専門職を派遣し、そのグループに合った

運動の指導と、その活動が継続して行えるよう支援

を行います。 

シニアいきいきパスポー

ト 

高齢者の外出促進や豊かな生活を送れるよう、65歳

以上の市民の方を対象に、公共施設等での利用料の

割引や協賛店で特典を受けることができるもの。 

小規模多機能型居宅介護

事業所 

介護保険サービスの中の、地域密着型サービスのひ

とつで、「通い」、「訪問」、「泊まり」を組み合わせて

サービスを提供することで、在宅での生活が継続で

きるよう支援するサービス。小規模の施設で一体的

にサービスの提供を行うため、連続性のある介護を

受けることができる施設。 

スクールカウンセラー 教育機関において心理相談業務に従事する心理職専

門家の職業名および当該の任に就く人のこと。 

スクールソーシャルワー

カー 

児童・生徒が日常生活で直面する悩みについて、児

童・生徒の社会環境を構成する家族や学校、地域に

働きかけ、福祉的なアプローチによって解決を支援

する専門職。 

ストレスチェック ストレス刺激となるもの（ストレッサー）と、スト

レス刺激を受けて生体に歪みが生じた状態（ストレ

ス反応）とを確認する行為を指す。 

生活困窮者自立支援法 経済的に困窮し最低限度の生活を維持できなくなる

恐れのある人に対し、困窮状態からの早期脱却に向

けた就労や家計の安定を目指し、関係部署・機関と
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連携して支援を行う。 

セカンドオピニオン 患者が主治医以外の専門家に相談や受診し、その診

断や治療、経過、予後などについて判断や意見を求

めること。 

セクシュアルハラスメン

ト 

性的嫌がらせ、性的脅迫のこと。 

た行 地域総合支援センター 

 

高齢者や障害者、児童など、生活のしづらさを抱え

る市民の悩みや困りごとに対し、総合的な相談対応

や関係機関との支援調整を行う相談機関。保健師、

社会福祉士、主任ケアマネジャー等の専門職が複合

的な問題をたらいまわしにせず、早期発見・早期対

応し、地域の身近な相談窓口としての機能を持つ。 

定期巡回・随時対応サービ

ス 

重度者を始めとした要介護高齢者の在宅生活を支え

るため、日中・夜間を通じて、訪問介護と訪問看護

を一体的に、またそれぞれが密着に連携しながら、

定期巡回訪問と随時の対応を行うサービス。 

出前健診 国民健康保険加入者を対象とした特定健診を、まち

づくり協議会等と連携し、各地区に出向いて実施す

るもの。 

な行 乳児家庭全戸訪問事業 すべての乳児のいる家庭を訪問し、子育ての孤立化

を防ぐために、その居宅において様々な不安や悩み

を聞き、子育て支援に関する必要な情報提供を行う

とともに、支援が必要な家庭に対しては適切なサー

ビス提供に結びつけることにより、地域の中で子ど

もが健やかに育成できる環境整備を図ることを目的

とした、広く一般を対象とした子育て支援事業。 

は行 配偶者暴力相談支援セン

ター 

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のため、

相談、指導、緊急時の一時保護、自立支援、情報提

供等を行う施設のこと。 

パワー・ハラスメント 

（パワハラ） 

職場などの組織内で、立場を利用して、特定の個人

に対し、本来の業務とは関係のない事項について、

計測的に嫌がらせをし、人格や尊厳を傷つける言動

を与え続けること。 

母子・父子自立支援員 ひとり親離死別直後の精神的安定を図り、その自立
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に必要な情報提供、相談指導等の支援（以下「相 

談指導等」という。）を行うとともに、職業能力の向

上及び求職活動に関する支援を行うこと。 

ま行 民生委員・児童委員 厚生労働省から委嘱された非常勤特別職。社会奉仕

の精神をもって、住民の立場に立って相談に応じ、

必要な援助を行い、福祉事務所等関係行政機関の業

務に協力するなどして、社会福祉の増進に努める人。 

メンタルヘルス こころの健康状態を指す言葉。 

や行 抑うつ症状 気分が落ち込み、憂うつになる状態。抑うつ状態を

呈する代表的な疾患としては、うつ病が知られてい

るが、不安障害、統合失調症、適応障害、パーソナ

リティ障害、などあらゆる精神疾患の併発症状とな

り得る。 

ら行 ライフステージ 人間の成長の度合いに応じた人生の段階を指す言

葉。一般的に、乳児期、幼児期、児童期、思春期、

成人期、壮年期、老年期といった区分が用いられる。 

わ行 わくわく地域未来塾 学力向上推進事業の１つで、国語・算数の学力補充

教室。参加を希望する小学校児童を対象に、土曜日

に実施している。 

ワークサポートあかし ハローワーク明石の出張相談所で、生活困窮者自立

支援窓口と連携し、就労についての相談を受ける窓

口。 

ワーク・ライフ・バランス

（WLB） 

「仕事と生活の調和」の意味。老若男女誰もが、仕

事、家庭生活、地域生活、個人の自己啓発など、様々

な活動について、自ら希望するバランスで展開でき

る状態のことを指す。 

英単語 DV 配偶者や恋人などの親密な関係にある、またはあっ

た人から振るわれる暴力のこと。 

SNS 「ソーシャル・ネットワーキング・サービス」の略

語。インターネットを通じて交流や情報共有を行う

サービス。TwitterやLINE、Facebookや Instagram

などが含まれる。 

PDCAサイクル Plan（目標を決め、それを達成するために必要な計

画の立案）、Do（立案した計画の実行）、Check（目
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標に対する進捗を確認し評価・見直し）、Action（評

価・見直しに基づき、適切で必要な処置を行う）と

いうサイクルを回しながら改善を図っていくこと。 

PTSD 強烈な精神的衝撃を受け、数週～数か月の潜伏期間

の後に、長期にわたり恐怖感、無気力、睡眠障害、

悪夢など様々な症状を示す障害。地震、洪水、火事

のような災害、または事故、戦争といった人災、監

禁、虐待、強姦など犯罪など、多様な原因によって

生じる。 

 


